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～第73回社会を明るくする運動標語コンテスト入選作～
ちょっとまて！ 自分の行動 たしかめて ６年 池島 瑠衣

４月、新しい気持ちで新しい学年をスタートさせ、早いもので８か月、
今の学年の３分の２が過ぎようとしています。１２月は、これまで、挑戦
しコツコツと努力してきたことが、目に見える「成果」となって表れてくる
時期であります。テストで〇が増えた、上手にできるようになった、たくさ
ん書けるようになった等、目に見える「技」の上達となり、成長を実感す
ることがたくさん出てきます。
「技」の成長は分かりやすいですが、その支えになるものが、見えな

い「心」の成長であり、毎日の「行動」の成長であります。「心」は自分も
できるようになりたい、だから、努力を積み重ねようと思う「がんばりの原動力」であります。
また、「行動」は、「早寝、早起き、朝ごはん」にはじまって、毎日の生活の中での言葉遣いであっ

たり、あいさつを自分からする、時間を守って行動する、話をしっかり聞く、きまりを守る、鉛筆を削り、
下敷きを敷いて、丁寧に書く等、誠実に学校生活を送る行為です。
「心」と「行動」と「技」は、どちらかが先に成長するというものではなく、行ったり来たり相互に影響

し合って成長していくものと考えます。しかし、「技」は、「心」と「行動」に支えられて成長していきま
す。「心」と「行動」がしっかり成長すれば、「技」は３倍速で成長し、できることがどんどん増えてくる
のです。
１２月は、１年の締めくくりです。自分は必ずできると信じて努力を惜しまず、「心」を成長させまし

ょう。そして、落ち着いた環境で、誠実に行動し、しなければならないことを着実に積み上げて「行
動」を成長させてください。すると、「技」にますます磨きがかかり、できることがどんどん増えていき
ます。今日からでも遅くはありません。「心」「行」を成長させ、できることをいっぱい増やして１年を
締めくくってほしいと思います。

11月2１日は、歌声集会を実施することができました。「歌詞に込められた思いを聴いている人
に伝えたい」という「心」と、実行委員を中心に自分たちでめあてを立て、振り返って練習を積み上
げるという「行動」、そして、楽譜に忠実に歌い、音楽的技能を磨き上げるという「技」、「心」「行」
「技」のトライアングルがぐんぐん大きくなり、当日は感動いっぱいの歌声集会となりました。当日の
歌声は条南小クラスルームでぜひご覧ください。

校訓「豊かな心・生きる力」 令和５年１２月１日
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1年生「世界中の子供たちが」

♬広げよう ぼくらの夢を

咲かせよう♪ ぼくらの花を

パワーいっぱい、迫力がある、

りりしい歌声でした！

２年生「スマイル」なみだを

ふいて、空を見上げて♪君の

微笑みが♪はっきりと歌詞を

響かせた明るく美しい歌声で

した！

ラララのところが息できにくかったけど、
がんばりました。練習の時はゆれがあってな
かったけれど、本番の時はゆれが合うように
なりました。（りこ）

大きく声を出して歌い、きれいな声を出せたと
思いました。「きみは」のところを「きみはー」
にしないように気を付けて歌えたから200点を取
れたと思いました。（りな）
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３年生「ビリーブ」 例えば君が

傷ついて♪くじけそうになった時

は♪必ずぼくがそばにいて～♪

メリハリを意識した美しい歌声に

感動しました！

６年生 絆

君と僕の思い出

はかけがえのな

い宝物になる♪

４年生「星とたんぽぽ」 昼のお星

は目に見えぬ♪見えぬものでもあ

るんだよ♪

アルトとソプラノの呼びかけが

美しく響き合いました！

ぼくが一番頑張ったことは、ビリーブをメリハリを付
けて歌ったことです。「世界中」と「たとえば」にメリ
ハリを付けました。（しょうへい）

「星は昼間は見えないけどあるんだよ」を強くではなく
やさしい声で歌っていきました。見えるものと見えない
ものがあると知ってほしいと思っています。（レイコ）

透き通るソプラノと力強いアルトの響きは、夢と希望
あふれる美しい歌声となり見事でした！

５年生 マイバラード みんなで

語ろう 心なごませて♪～心燃え

る歌が 歌がきっと君のもとへ♪

ソプラノとアルトの澄んだ歌声が、

美しいハーモニーを奏でました！

歌詞の意味を考えながらめあてを意識して歌うことが
できました。5年生にしかできない歌を創り上げること
ができたと思います。（にこ）

男子の部 石川県 記録 ２６分０１秒
女子の部 石川県 記録 ３1分３9秒

１１月３日の文化の日に西部緑地公園陸上競技場で石川県の小学校60チームがいしかわっ子駅伝
交流大会に出場し、健脚を競い合いました。一人１、５ｋｍ走ります。走ろう運動や校内マラソン大会終了
後も、毎朝練習に励み、また、日頃からスポーツに取り組み、体力を向上させてきた努力が実り、条南小
チームは男女とも全員自己ベスト記録を出して、力強く走りぬきました。
そして、男子はみごと、優勝！という結果が付いてきました。「心」「行動」「技術」のトライアングルの

バランスがとてもよい状態で挑んだ成果だと思います。津幡町役場の吉田教育長に男子チームで優勝
報告に伺ったところ、男子の優勝は津幡町でも初めてということでした。そして、「おめでとう。文武両道で
これからも頑張ってください。」とのお言葉をいただきました。

大会スローガン 「めざせ勝利のタスキ！～最高の仲間と最後の一歩まで～」

【男子チーム】
大西 空斗(6年)、土居 春輝(6年)、坂倉 健翔(6年)、向 慶士郎(6年)、横井 大途(6年)
【区間賞】 ２区1位 土居 春輝、４区2位 向 慶士郎、3区3位 坂倉 健翔、5区3位 横井 大途

【記録会出場】 山口 奏 (6年)第6位、北岡 陽翔(5年)

【女子チーム】
上田 美羽(6年)、落合 苺加(5年)、松木 和(5年)、南 日香里(6年)、林 泉里(6年)
【記録会出場】 宮村 愛瑠(5年)、谷口 美佐(5年)

第１８回いしかわっ子駅伝交流大会条南小学校代表選手

歌詞の「君と僕の大切な絆」の所を強く歌えてよかった
です。そして、表情を意識して歌えました。（くうと）
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お願い 来年度、転出予定の方は、担任までお知らせください。

ノートを書くときに気を付けたことは、
①習った漢字を使って丁寧に書く。
②キーワードを使って自分でまとめを書く。
③「友だちの考えもノートに書く」等、学年
で決めたことを守って書くの３点です。

高学年はクロムブックでのまとめ振り返りに
も挑戦しました。

授業の振り返りやテストに考えをしっかりと書き，
自分で書いたことを確認する習慣を付けたいと思
います。

「家庭学習強化週間」実施
学年×10分をクリアしよう 自学ノートには
①教科書やノート、クロムブック、プリントを見て、も
う一度問題を解く、②大切なポイントをまとめる

自学に自分から自分で挑戦！

本校では、特別な事情のない限りは歩いて登下校することになっています。歩いて登校す
るというリズミカルな運動は脳を活性化し、心の安定物質セロトニンの分泌を促します。
ただ、これから通学路や道路が凍る季節になってきます。歩く時の姿勢や冬道に合った靴

等を凍結路の状況に合わせ、時間に余裕をもって行動する事も大切です。朝、ぎりぎりにな
ってあわてて走ったり、暗くなってから家に慌てて帰ったりすると、転んで痛い思いをする
ことにつながります。楽しいことがたくさんある季節でもあります。安全には十分気を付け
てください。
◇雪道、安全に！
車も急に止まれません。歩道や道路の端を１列で歩いてください。
横断歩道では、車が止まってくれたことを自分の目で確認してから渡りましょう。

◇雪が降ると側溝や用水、河川などの境目が分かりません。
いつも通い慣れた通学路を安全に歩いてください。

◇積雪のある日は自転車に乗ることはできません。決まりをしっかり守って安全に過ごしてください。
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11月の学校保健委員会で「言葉の力で心と
人生を豊かにする自分を育てるコーチング」に
ついて講師の増田先生から学びました。その時
に夢に近づくために今できることとして、6年
生が書いた言葉に関することを紹介します。
・言われて嬉しくなる言葉を使う
・ありがとうと言い、プラスの言葉を使う
・悪口は言わず、うれしい言葉を使う
・たくさん感謝を伝える
・リフレーミングな考え方を増やす
・プラスの言葉を使う

12月は、他のクラスの人にもナイスを伝えま
す。高学年のお兄さん、お姉さんにも縦割り掃
除や委員会活動などでの思いを伝えたいです
ね。ナイスをたくさん見つける心がナイスです。


